日本の大災害（『ジャパン・ガゼット』紙からの転載） by 中川 智視
ハーンとTSUNAMI百IE Great Disaster in Japan JUNE 15由.1896
昨 年3月11日の東北大震災と津波の大きな被害 の後、 ハーンによる『稲村の犬』や、 その執筆
横浜で発行されていた"JAPMぜGAZETIE" (以下 「 ジャパンガゼットJ)誌は、 ハーンをはじめ日
本に関心のある外国人にとって大切な情報源、のーった、った。今回掲載は、昨 年の東北大震災以求、
注目されている 「 日本の大災害 jについての中川 智視氏による翻訳の一部である。
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日本の大災害 (Wジャパン・ガゼット』紙からの転載)
翻訳 明治大学兼任講師・武蔵野美術大学非常勤講師
中 川 智 視
北日本で起こった大災害 は、その島々を形作った自然の力が何世紀も前からまったく衰えていな
いという事実を、またもやまざまざと見せつけている。さらに、記録が以前よりきわめて正確にな
ったために、19 世紀に報告された自然災害 の数は、それ以前のどの世紀に記録されたものよりも、
はるかに多くなったのである。地殻変動は、仙台北部の海岸を壊J威的に破壊した、洪水のような事
象をしばしばともなう。 地震は、 古くからの迷信によれば、 奇妙な原因によるものとされていた。
『地震考』という本には、 建久 9 年 (訳注:1168 年とあるが誤植、1198 年の間違い)の屠の表紙
に見られる、 「 地震虫jのことを写した絵が載っている。 それは日本地図を背負った奇妙な格好の
生き物である。その体は長方形で、うろこに震われている。えは10 本あり、蜘珠のそれのようで、
頭は竜に似ている。あるいは巨大なナマズが日本の下に住んでFいて、その魚が動くと地震が起きる
という、もっとありふれた別の言い伝えもある。もっともこの備えが目的を果たさないこともよく
あるが、鹿島明神という神は、 かなめ石でナマズをおとなしくさせている。地震が引き起こした津
波利綜IJな被害 をもたらしたという見つかるかぎりの最古の訟判869 年の5 月のもので、服部一
三氏が数年前にアジア協会で発表した報告の中で言及している。それはおもに陸奥地方に被害 をも
たらした。たくさんの人々が、 地割れに飲み込まれてしまったナサンとアビラム (訳注:旧約聖書
氏数記に登場)のような運命をたどるいっぽう、 地面があまりにも激しく揺れたため、主つことも
ままならなかった。その直後に海は大きな轟音とともに沿岸に巻き上がり、何千人もの人々を飲み
込んだのである。 その 18 年後にも、 似たような災害 が摂津国で起きた。1331 年には富士山 が 30
メートルほど沈下 したと言われる一方で、紀州が部 分的な洪7ねこ遣い、 その砂浜が永久的に盛り上
がった。 もっと後の時代になると、1586 年に40 日にわたって京都が揺れ、 若狭湾に津波が勢いよ
く押し寄せて多数の可を破壊し、また地元住民たちを飲み込むのと同時に、 多数の家々と有名な大
仏が破壊されたという記事が見つかっている。形の患い宝永山 が隆起して、富士山 の釣り令いか取
れた姿を苦しした1707 年の記録的な地震は、 東海道沿いの広い地威と四国で洪水を引き起こし、 死
者は莫大な数にのぼったと伝えられている。
1854 年の破壊をもたらした地震に関しては、 人々が諮った生々しい話が残っている。 それは以
下 のような内容である。
「 中の刻 (訳注:午後3 時半ごろ)に、北西から台風のような音とともに、 巨大な揺れが求まし
た。しばらくのあいだ、 地面は水面の波のように盛り上がりました。 それから大きな波が勢いよく
川 を週り、 高知の可は炎に色まれました。 その夜は 70 回にも及ぶ揺れが起こりました。 その日は
とても寒かったです。揺れの強さと方向はさまざまでした。 中には轟音をともなう揺れもあれば、
逆に揺れないで轟音 が響くことも時折ありました。轟音 をともなう揺れは、たいがいそれがないも
のよりも激しくはありませんでした。最初の大きな揺れで大地が割れ、 山 々で地滑りが、 また川 で
は洪水が起こり、家という家と土蔵。事t壊するか、 あるいはひどく損壊しました。私たちがなすす
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べもなく主ちすくんでいたあいだに、高知の方向でえが上がっていました。夜が近づくにつれて炎
は急速に燃え広がり、 それが雲に反射し、 その夜は昼のように明るくなりました。だいたい8 時ご
ろに大きな音 が聞こえましたが、 その理由を尋ねると、 『巨大な波が、 陸地目がけて勢L、ょく駆け
上がってきているところ』とのことでした。 そのときの狼狽は、 言語に絶するものでした。人々は
みな高台に向かつて駆け上がりましたが、中には肴ていた寝間肴だけの、肴のみ肴のままの人もい
ました。j
これが、 その地A震を経験し、生き延びて話をしてくれた人の証言である。これらすべての洪7]<..1.7:
地震によって直接引き起こされたものであるが、津波が海底地震によって必然的に引き起こされた
ものであるかどうか、専門家の意見は必ずしも一致していない。 ジョン・ミルン教授 (訳注:10hn 
Miln、1850 ・1913 :イギリス出身で末日した地質、 地震学者) に引用されているロパート・マレッ
ト (訳注:Robert Mallet、1810・1881 :アイルランドの地震学者) は、 海底の地球りであるという説
を示唆している。 それは、日本近海の海底には巨大なくぼみがたくさんあるので、 地震が地滑りに
よって引き起こされたということも、 ありえなくはないのではないか、 というものである (訳注:
注が示すように、 マレットは1896 年当時すでに亡くなっているので、 生前日本の地震に関して言
及した箇所を、 ミルンが引用しているものと考 えられる)。鎌倉は以前からそのような被害 に遣い
やすいところだということはあまり広〈知られていないのかもしれないが、引き潮のときだけ見え
る大きな鳥居が、そのような被害 の目につく証拠となっている (訳注:現時点で場所を特定できず)。
6月15日の大災害
6 月15 日の夜 8 時半を通ぎたころ、 日本の北東部沿岸の可や村に住んでいる人々は、 重量級の
大砲の音から発せられたような轟音 に驚天した。 その日は1 日じゅう30 四にも及ぶ地震の揺れを
感じたが、 その轟音の直後に巨大な波が海沿いに激しく迫り、小舟を押しつぶし、 大型船を内陸へ
押し流し、村全体を破壊し、また肥沃で広大な土地をがれきで埋め尽くすに至って、人々はようや
く危険に気づいたのだった。その轟音が暗闇に向かつて響いた直後、何千人もの恐怖に打ちひしが
れた悲運の人々は、 大洪水の中で生きのびようと必死にもがいていた。数秒後、老若問わず何千人
もの犠牲者を引き連れて波は引いたが、そのわずか1 分前には美しい村だった破壊された家々の中
に、無数の瀕死者と死者を残したのである。その夜の恐怖はいまもってほとんど想、像することすら
できないけれども、このパンフレットに示した生存者らの話を読んだあとで、読者はそのときの恐
怖をごくわずかでも思い描くにちがいない。ここでこの大災害 の全体イ象を語るつもりはないが、こ
れ以降のべージで、 『ジャパン・ガゼット』の代表記者たちによる記事、生存者へのインタヴ‘ュ一、
公的筋その他から手に入れた関心を引く詳知情報が明らかになることだろう。しかし、津波の被害
は宮城県の本吉から牡鹿、北海道の日高や十勝にまで及んだということと、また3万5千人が亡く
なったと報告されていることには、言及しても差し支えないだろう。本紙代表記者の、大災害 から
数日後の岩手県釜石とその近隣の村々の記事から推測されるように、津波の被害 は岩手県でとりわ
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けひどく、ほとんどの犠牲者がこの県の人々た、った。宮城の牢獄では津波により囚人の問でちょっ
とした混乱が生じたが、役人たちは驚くほど冷静に対応したようだ。独身は開放され、ほとんどの
囚人たちはより安全な場所へと避難できた。 しかし、 数人の犠牲者が出てしまった。
この大災害 の原因はいまのところ謎だが、岩手県沿岸の数マイル沖を震源とする地震によるもの
だと、一般的には信じられている。その地震が金華山 と北海道にかけての沿岸にあると言われる巨
大なくぼみが横滑りしたことに原因があると主張する者もいれば、あるいはハワイ諸島の近くにあ
る火山の造山 運動に原因があると言う者もいる。この関連で特記すべきことは、大災害 のときに陸
地から約3キロのところにいた漁師たちは白い波をいくらか目撃したとどまったいっぽうで、沿岸
から約10キロのところで仕事をしていた他の漁師は特に異変に気づかなかったということである。
国じゅうで義援金がまられていて、おおむね救援の訴えに寛大な反応がある。ジャパン・ ガゼッ
ト基金に寄せられた募金は、救援を指揮する目的で被災地へ向かったA・A・ ベネット牧師、 クリ
ープランド博士、 そしてワーデン博士に渡された。ほとんどの被災地では、漁船と潟、業道具を失っ
たことと、 農作物が壊滅してしまったために、 当然ながら困難が増してL、る。
『ジャパン ・ガゼット』代表記者の手紙
横浜からの抹
遠野、1896 年6 月21 日
被災地ふに向かつて出かけているときは、この仕事がどれほど困難かというニとを、まったく考え
てもいなかった。私たちは人がほとんど訪れないような場所への移動手段を確保することにさえい
ままで慣れていたので、 どの可も事実上行かれないと聞いても、 本当かと疑問がわくだけだった。
私は1891 年の大地震 (訳注:濃尾地震)のあとで岐阜を訪ね、 また1892 年7 月に加古川 とタツ ガ
ワ (お主:W，加古川 市史』によると、 この水害 については、11892年 7 月23 日上荘中島船頭村堤防
決壊家屋流出 74 戸大破580戸炊出18，800人分Jとの言己主があるが、 「 タツガワJに該当する川、
ないし地名は存在しない。 よって、 筆者の記憶違いないしは誤りだと推測される。)の堤防が決壊
して数マイルにおよぶ水田I;�巨大な湖のようになってしまったときに、洪;rJ<.の被害 を報告するべく、
ただちに赤穂へと向かった。いずれの場合も旅はひどく困難になるだろうと言われていたが、いら
主たない程度に冒険心を脅起させてくれそうな2 、3 回の軽いアクシデントを除けば、 移動制順調
にできることはもっとも笠ましかった。 「 穏やかに食事をとることが、芸術における成功の王道だj
と、 とある偉大な画家が言っている。私たちが東京を出て2 時間ほどたったときに、私はジャーナ
リズムにおける最大の成功要因は、 旅行できるだけの体力だと思い始めた。言うまでもなく、 その
ときの話題のほとんどが私たちの旅の目的だった。個室には、同じ所へ向かう3 名の日本人男性が
いた。任務が全員共通だったので、 当然のことながらすぐに意見を交換し始めた。 これに対して、
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私たちにできることは微々たるものだった。私たちには、 ひとつた、け明確な考 えがあった。 それは
津波の猛威をできるだけ見てくることで、読者にこの恐ろしい災害 の影響を、わかりやすく説明し
たいということだった。 内務省の礼儀正しい役人で被災地に向かっている三崎亀之助氏 (訳注:
1858 ・1906、 明治時代の官僚、 のち衆議院議員と貴族院議員などを歴任。 明治三陸地震当時は衆議
院議員で内務省県治局長の職に就いており、 地方行政における国側の実質的な責任者だった)は、
「 海岸部はとても荒廃しているので、十分な時間的余裕がなければ行けるのはlか所だけで、 その
他の場所を訪ねることはおそらくできない」と教えてくれた。仙台で汽車を降りて荒廃の痕跡をた
どるという試みは、 愚行の極みだろう。 したがって、 どこか1 17併に決めて、 災害 全体を適切に反
映している特定の状況へと記事を限定する必要に迫られた。そうすると、どこを選ぶかはやさしく
なった。釜石がいちばん被害 を受けていたので、 そこに向かうことにした。 それからだいたい3 時
間にわたって、危険をものともせずに進むのか、 あるいは残念ながら途中であきらめるのかという
議論が延々と続いた。私たちは行くことを支持したが、赤羽で令流していたメンプス氏も同じ意見
だったので、 何があろうとも私たちも釜石に行こうと決めた。夜半までには、 最寄の駅から釜石に
肴くには少な〈とも一週間はかかること、どうがんばっても人力車は手に入りそうもないこと、山
岳地帯は通行できないこと、荷物運びの人夫が手に入らないこと、 そして最後に少なく見識もって
も移動距離が75 マイルになることなどが教えられた。
(中略)
大橋、6 月22 日
キムたちの旅行は、 最悪の部分を脱した。 ここから20キロほど小さなトロッコに乗れば、 釜石に
肴くだろう。なぜトロッコがあるのかと言えば、 そこが鉄鉱業の中心地だからだ。 それはせわしい
小さな線路で、貨物列車がたえず往き求している。 それは轟々と流れるJl\によって扶られ、曲がり
くねった谷を通り過ぎてゆく。 その斜面は険ししまた美しい。 その美しさは丘に聞けられた坑道
の横穴によっても損なわれていない。西洋の鉱山 とは異なり、見苦しい残骸が積み上げられていな
いからだ。 はるか頭上に、 山 頂は雲に覆われているが、私たちがいままさに益り、 下 ってきた高い
山 がそびえている。私たちは遠野を朝7 時に出て、現在はちょうどl時半である。 その日の夜明け
はすばらしいもので、眠って気力も回復したのと相まって、疲れをすっかり癒してくれた。この地
域では、横浜の空気の悪、ぃ居留地でF体験したことのない、央快な気分にまさしくなれるのだ。こう
いう状況下 で最高においい、朝食ーすーなわち 1 時間程度の空腹のあとで与えられる食事一ーを
取ってから、キムたちは再び馬に乗り、遠野をあとにして、 山 の中からやってくる冷たく穏やかな水
のせせらぎが、 いまも言む憶をかき主てる音楽を奏でる、
(訳注:P.B・シエリー、1792-1822 、 イギリスの詩人の詩からの部分引用)
nδ 
美しい小川 沿いの小道に出くわした。2 時間ほど歩いたり馬に乗ったりすることをえ互に繰り返
したあとで、道はリドフォード吠谷 (訳注:イギリス・デヴオン州にある谷)を思い起こさせる吠
谷に沿って続いていた。そこには大きな川が流れ、 道は森に震われていて、 ありがたいことに木陰
になっていた。そこはそのうえ水際から12 0--150 メートルほど垂直に盛り上がった急斜面に囲まれ
ていて、突き出た岩が、風景にデヴオン州の山 とは異なった、日本の山 の雄大な趣きを添えている。
そこは、これまてーの旅の中でいちばん気分を高揚させる場所だったが、たとえ私たちが悲惨な任務
に縛られていることを思い浮かべても、 その魅力が損なわれるものではなかった。11 時になって
その峠のふもとに到着すると、まもなく気持ちを高ぶらせるような上り坂カザ台まった。絶壁の端で、
足取りのしっかりした馬たちは曲がりくねったでこぼこ道を登り、私たちを運んでくれた。それか
らこの丘の色の、 なんとすばらしいことか!あるとき森の中をちらつと見たら、私たちは皆で 「 海
だ!Jと声を上げてしまった。 そこは海のような色をしているだけで、 本当の海ではなかった。私
たちは咋の頂にたどり肴いてがっかりしたが、 そこで雲海に固まれているのがわかったからだ。し
かし、これまでいやというほと守十分に烏に乗ってきた。 その峠を登るのは、ほんとうに気分が高ぶ
るものだったが、誰も烏に乗ってそこを下ろうという気にはならなかった。だから、私たちは馬か
ら降りて、 まるで6 時間の旅がわずか30 分の散歩であるかのような軽やかな気分で、 這うように
峠を下 った。
大橋に肴いたら、午後2 時発のトロッコが出たばかりだった。ここの人々は明石の標準時などお
構いなしで、 東京よりも2 時間ほど早い、独自の時間を保っている。けれども、三崎氏の紹介状の
おかげで、私たちは特別な車両を借りることができ、 また釜石可助役・佐々木由良蔵氏は私たちに
できるかFりの便宜を図ってくれた。そしてここに至って、私たちは旅の目的地で待ち受けている
悲劇を垣間見ることになった。強烈な悲しみが、佐々木氏の歓迎の微笑に隠れていたのだ。一人娘
が、これまでは被害 を記事にすることしかできなかった恐ろしい大災害 の犠牲になったことを、彼
は私たちに話してくれた。キムたちはただちに、旅行を楽しんできたことが失礼だったのではないの
か、 そして美しい風景は、自然が人間の生に対する容赦ない軽蔑の念を隠す仮面に通きゃないのでは
ないのかと思った。
釜石にて(6月22日)
釜石のことはわずか数語で語れるが、その悲劇と苦難を知かく語るには、私よりもはるかに文章
の書ける人にも、 おそらく重い精神的負担となることだろう。この可役場の構内に座り、訪ねるこ
とを運命づけられていた、この上なく美しいひとつの小さな港を見渡していると、眼下の風景は筆
舌に尽くしがたい悲しみを覚えながら見つめるほかはないのだ。夕方で日は沈み、陸地に固まれた
美しい湾部のモミの木に覆われている小高い丘は、 その先端が紫色lこかすみかけていた。廃嘘にな
った村の背後で、最後まで目に入る山 頂の傾斜がかすんだ雲に包まれるころには、やわらかな緑色
に覆われた凹凸が一直線になって、視界から遠ざかってゆく。満ち潮の青々とした海原はおだやか
- 19 -
で、 いまはがれきで茶色くなっている海岸に、 さざ波が静かに寄せてくる。外国式の帆を掲げた暗
い色の大型船が、錨をおろしていた。 その船尾には2 本の棒状のものがある。斤方は船の帆A主だっ
たが、 もう斤方はめちゃめちゃに折れた木で、 トロッコの橋脚の残骸た、った。釜石の可は神奈川 の
可 (訳注:横浜)とよく似た切り主ったところにあって、 細い谷に食い込んで集落ができている。
トロッコの終肴駅と製鉄所が、可よりもわずかに高い所に建てられている。高台は製鉄所から狭ま
り、 そこで終わっているようだ。 その眺めは、 海岸線を起点にした小さな三角形の平地のようであ
る。可にはほぼ何も残っていない。激い、地震だけでは、 その破壊がまったくえりないというほど
だ。おそらくもっとも目主つ物体は2 般の大型船で、ひとつは海岸から180メートルほど離れた麦
畑の中に、 見たところ無傷で、垂直に主っている。 もうひとつは海岸から45 メートルほど離れたと
ころで、家のがれきの中に紛れている。少し湾曲している海岸の左手には十軒あまりの家があるが、
うち数軒はひどく損壊している。そのそばにはかなりきれいに手入れこそされているものの、損壊
した土蔵がある。 そしてその隣には、 かなり手荒く扱われてきた土蔵がある。 それからありえない
角度に傾いた数軒の家があるが、 壊れてはいるものの、 まだ見るに堪えるものである。こういった
家々が、ほとんど被害 を受けなかった奥の家々と学校の盾になったのである。そのがれきの中から
火の手が上がっていて、死体の腐敗臭が火事の煙と混ざり合っている。それからたくさんの死者が
出ている。この前の月曜に調 べた公的な統計では、6，119 名の住民が登記されていた。そのほかに、
100 名を超えると忠われる多数の旅人がいた。 住民のうち4， 041 名の行方が分からず、旅人は2、3
名しか生存。滞在認されていない。この大災害 の光景をざっと見渡したかFKごくわずかの生存者
は絶笠に打ちひしがれていると思うのではないだろうか。しかし、人々は鼻を突くようなにおいの
するがれきの中で陽気に穴を掘っており、またときには子どもたちの明るい笑い声もわき起こって
いるのだ。だが犠牲者のまったく出なかった家はなく、文字どおり全員が亡くなった家族もあった。
また命こそ助かったが手足を失った者も多数いた。 日本人の人生観には驚くばかりだ。
キムたちは、たくさんの死者が出たこの地成に初めてえを踏み入れた外国人ではなかった。鼻を突
〈臭いのする廃嘘を歩いていると、 その場にいるすべての人を短め、 たくさんの人を元気づけ、 も
っとも困窮している人々になけなしの蓄えを施しているジャケーとデフレヌというふたりのフラ
ンス人神父を、キムたちは見かけた。彼らはふだん、盛岡と仙台で布教している。 そして弔問のため
にこの可を訪れていた。彼らの信者がs薩災していただけでなく、仲間のリスバル神父がこの大災害
の犠牲になっていたからだ。彼は20キロほど離れた村からやってきて、 この不運に見舞われた可
に肴いてわずか20 分で亡くなってしまった。 いまのところ、彼の遺体は見つかっていない。 ジャ
ケーとデフレヌの両神父から、 この大惨事の直後、2 日目と3 日目についての恐ろしL吋お足があり
ありと説明された。あまりの圧倒的な衝撃で、生存者は放心状態に陥っているように見えた。人口
密 集地帯から離れているせいか、援助の到肴は遅かった。気が確かではない状態で、生存者は水で
膨れた遺体が積み上げられた場所を歩き回り、遺体を拾い上げて手に入れた布で丁重に顔、を覆って
いた。しかし、埋葬はきわめてゆっくりにしか進まなかった。6 月の燃えるような太陽のもとでは、
遺体は急速に腐敗し膨れ上がってしまい、腐肉をついぱむカラスが群れをなしてやってきた。人の
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気配が乏しいことで態度が大きくなり、カラスたちは遺体目がけて降りてきてつま先やえをついぱ
むのだ。この先景は痛ましかった。神父たちはできるかFりすべての援助をし、 ここ数日はごくわ
ずかのごはんの分け前でしのいでいたO彼らには、リスバル神父と災害 時にちょうど一緒だった知
的な日本人男性が同伴していた。彼は高台に避難し、 一命を取りとめていた。
キムたちが訪ねたときは、状況はb‘なり改善していた。日本政府 は薬その他の援助物資を送る仕事
を惜しまなかった。学校は一時的に病院へと変わり、 警察の監督のもと、 たくさんの労働者たちが
がれきを回収したり遺体を収容したりする作業を、忙しそうにこなしていた。約4， 000名の行方不
明者のうち、 これまで700体の遺体しか見つかっていなかった。海岸沿いの水面を塞ぐがれきの山
は、 まさに海に浮かぶ巨大な霊安室の屋根だと、 まことしやかに信じている者さえあった。
この可に入ったとき、大災害 の兆候はほとんどなかった。)ljの水位は通常よりもはるかに高くな
っていたが、 トロッコの終点のすぐ近くでは、 私たちの住む横浜と同じく津波の被害 はなかった。
しかもそこは、 海辺から 800 メートルほどしか離れていなかった。 これは、 津波の高さに関して、
日本の新聞で流れている情報に誇張があることを、はっきりと示すことになるだろう。やがてふれ
ることになるが、津波の高さが興杏した言ばたちによって過大に伝えられている証拠は、ほかにも
いくつかあった。 それは高さを4倍にしなくても、十分に高いものだった。 その停車場から250 メ
ートルほと進んだところで、最初の津波が入ってきた獄'Jな痕跡が目についた。頑丈な橋が川 に架
けられ、 その先を通る道は踏みならされてわだちになっていた。 その橋から、 大災害 の痕跡、が恐ろ
しい現 実となって、 はじめて視界に入ってきた。 家のがれき、船、電柱が言いようもないほどごち
ゃごちゃに混ざっていた。中央通りの街路は容易に確認できたが、他の道は街路の痕跡、をとどめて
いなかった。かつて可た、ったところは、 事実上がれきの山 になってしまった。 その橋を渡った先に
小さな神社が建っていたが、 モミの木に固まれていて、 さらにいくつもの重厚な石碑があった。 そ
れらはもとあった場所からはF取られ、 あちこちに散乱していた。しかし、 海岸から450 メートル
ほど離れたこの場所で、 木に付着していたわらが地面から波の頂点まで2 .5メートルほどあったこ
とを物語っていた。 そこから先に家はなく、 がれきだけがあった。しかしその左側には、狭い岩棚
に建てられた数軒の家が確認できる断崖の上で、被害 を免れた農家が数軒あった。その断崖はまさ
しく生死の境であり、避難してきた人々がそこに早くたどり肴いたおかげで、命を救われた。しか
し、 ほとんどの場所の岩棚は地面から3 メートルもなかったのだ。
神社を退きやると、りっぱなニ材主の大型給一一すでに言及した2 般の船のうちのひとつーーが目
を引いた。すでに言ったように、 それは高〈主ち上がったような格好になっていて、麦畑で干上が
り、 見た目ほとんど損傷がなかったが、完全に垂直になっていた。きちんとした船室がありかっ丁
寧に塗装されているため、 それはとても主派な外洋向けの船だったにちがいない。しかしそれはい
まや、ふたたびもとの状態に戻すのにとてつもない力を傾注する必要に迫られそうで、その船の海
での役目はもう終わったかに思えた。さらに、 内陸部に流された大型船と漁船は、 津波のもっとも
目立つ痕跡をはっきりと残していた。しかしその結末は同じではなかった。ほとんどの大型船は津
波に乗って船体が無傷なままで流れこみ、波が引いて沿岸の陸地に置き去りとなったものの、いま
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なお堂々と主っていて、大災害 の痕跡はほとんど見られなかった。しかし漁船はそうではなかった。
あちこちに散乱し、 あるものはひっくり返り、 またあるものは横転してひどくつぶれ、 また垣根に
引っかかっているものさえ見受けられた。とはいえ、すべての大型船が比較的軽度の損傷で、すんで
いるわけではなかった。 私たちが上がってみた船は、 柵だけでなく船首まで粉々に砕け、 デッキ、
舵、 船尾を失ってしまっていた。
遺体の捜索は続けられていたが、同月色たちの不幸を金儲けの手段にしようと目がない人夫たちは、
1 日 50 セント以下の賃金で働くつもりがなく、 日本の下 層階級の人々がいささか冷淡すぎること
を物語っていた。 きょうは40 数体の遺体が見つかったが、 先述したように、 遺体のほとんどはま
だ見つからないままであった。先に名前を出したふたりの神父の案内で、比絞的被害 の少ない可の
一角へと向かった。 海の自の前にある家々は大きな被害 を受けていたが、 津波に流されなかった。
またもっと海沿いの土蔵が被害 を受けずに建っているのを見ると、西洋式で建設された可だったら、
比較的軽度の損害 ですんだ可能性がきわめて高い。しかし日本では、 おそらく百年経っても、 その
ようなことは不可能だろう。なぜなら、自然災害 によって最九妓の破壊が今後も続〈見込みがきわ
めて高いからだ。集落の上方には学校があり、 そこに仮設病 院が設置されていた。薬の供給はまっ
たく足りていない状況だったが、日清戦争で目ざましい事績を挙げた仙台の軍医少佐の斎藤捨之助
氏が、 すぐに被災地へ派遣されていた。彼は牧野康二氏 (訳注:陸軍ニ等軍医)とその補佐役一行
と一緒に、道具と薬が不足している状況での医媒体験を活かして、見事な救護活動をしている様子
を私たちは見た。彼は私たちを丁重に迎え入れ、あまりにも巨大な災害 でまったく備えがなかった
ということを、簡潔に語ってくれた。けれども、支援はその後まもなく求たことで、 負傷者たちが
す?に近代医学による恩患を受けられるだろうと信じていた。彼は、訪問者が同情をもって被災者
たちの貧窮の求めを記憶にとどめるよう、切に願っていた。 その発言は、まずジャケー神父により
フランス語に訳され、私たち一行のうちのひとりが再度英語に訳したので、目を覆いたくなるよう
な状況下で、 日本在住の外国人たちによって驚くほど国際的な状態になった。 医師は、 私たちに
500 名の負傷者があちこちの病院に搬送されていること、150 名が自宅で、また50 名が仮設病院で
ある学校で治擦を受けていることも教えてくれた。 そしておもに頭部、 腕部、大腿部 を負傷してい
ることも、彼はつけカロえた。 そのあと、私たちはもっとも重篤な負傷者たちが搬送されたところへ
と上がっていった。 それは目を覆いたくなるような状況だった。粗悪なベンチが3 列に並べられ、
そこには30 名ほと'の患者がいた。最初の事例はぞっとするもので、だいたい40 歳ぐらいの男 性が
両足と胸、 両腕に重傷を負っていた。 その横には、8 人家族の中でふたりだけ生き残った女性とそ
の娘が寝ていた。医者によると、 全員回復の見込みがなかった。 その隣には、 えを負傷し頭に包帯
を巻いていた男 がいた。彼は家族の中で唯一生き残ったが、添い精神的な苦悩状態にあるにもかか
わらず、頭を下げて謝意を示し、 大災害 への共感をもって遠方から永た見氏ロらぬ訪問者に対し、小
声で礼を述べてくれた。 また別の関心を引く事例として、 大災害 の日が 「 娘の祭りJ (訳注:地震
と津波があった6 月15 日当日は旧居5 月5 日で、 端午の節句の日にあたる。 したがって、 筆者が
この日を雛祭りと勘違いしている可能性が想定される)だったため、 この可に求ていた14 歳の女
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の子がいた。彼女は板と板のあいだに挟まれていて、4 日目にようやく発見された。 恐怖と疲労で
困懲してはいるものの、 幸運なことに負傷はなかった。 海から救助されたひとりの気の毒な人は、
頭部にひどい傷を負っていた。夫以外の家族全員を失った女性は、 負傷した夫を看護していた。し
かし、 その悲惨な状態を見るに、 彼ともさらなる別れがあるように忠われた。しかし、 このリスト
をこれ以上続ける必要はもうないだろう。負傷者たちはすべて怠者だったにもかかわらず、文句や
不;請をいっさいロにしなかった。建物を出る前に、キムたちは被災者のためにわずかではあるが、 義
援金を差し出した。そして被災者の苦悩を目の当たりにしたことで、緊急支援が必要であることだ
けは、読者に強〈印象づ、けたいのである。船はほとんど壊れてしまった。家々も詑憶の彼方に行っ
てしまって、ほとんど復興もしないうちに冬になるだろうから、援助の必要性はとても切迫してい
る。
建物を出ると、 私たちの到着を聞きつけた可長の服部保受氏が顔を出して、15 メートルほどの
高い押の上に位置したため、 津波を免れた可役場に丁重に案内してくれた。 そこは素敵な場所で、
4， 0 ωもの人命が奪われたことを暗示する、 茶色がかった眼下 の被害 の痕跡がなければ、 眺めはす
ばらしいものだったであろう。
可長の話
可長は私たちを応接室に案内し、全員が肴席すると、 非常に強い感情をこめて以下のように語っ
てくれた。
「私は、 最初の叫ぴ声を聞いてすばやく丘へとかけ上がったおかげで、 いま生きています。 その
地震の夜、 キムは友人の夕食会に招かれてこの可の中にいました。午後 8 時25 分、 私は 『火事だ』
という叫ぴと、混乱したざわめきをヰにしたように思いました。キムはどの方角から火の手が上がっ
ているのかを確かめるべく、高台にかけ上がりました。夕食をともにしていた警察署長もやってき
ました。彼の 6 人の家族のうち、4 名は溺死しました。 『地震の予兆のような衝撃を感じた』と言
う者もいましたが、 仮にそのようなものがあったとしても、キムは何も気づきませんでした。丘に上
がったときには、 火事のことだけで津波のことなど思いもよりませんでしたが、6 メートルほど丘
を整ったときに家々。￡倒壊し、どうやら海が不穏な状態であることにはじめて気がつきました。そ
の音は身の毛もよだつほどでした。第一波の直後に第二波が求て、 可全体を飲み込みました。第三
波は、 それまでのものほど激しくありませんでした。 波は南東から北西へと駆け抜けました。私は
その惨事にあまりにも仰天してしまったため、起きたことをこれ以上詳しく説明できません。波は
すれこ引きました。家族に無事を伝えるためす?に帰宅し、まもなく津波に巻き込まれた人々を助
けるため、 男 の召イ支たちを集めました。 第一波の襲来から津波が引くまで、 おそらく10 分もなか
ったでしょう。 その日は激しい雨が降っていて、 惨事のときは夜で暗かったですが、 晴れていまし
た。J
内δqb 
ついで私たちは助役の佐々木由良蔵氏を見つけて、 以下 の話を聞いた。
「 大災害の目、3 回ほど地震の揺れを感じました。 しかしいず、れの揺れも弱かったので、 人々に
惨事を警告するものは何もありませんでした。その日の午前6 時から、翌日の午前4 時までは雨が
降っていました。空は暗〈曇っていて、 海には霧がかかっていました。しかしそれはこのへんでは
珍しくもないので、 何か不吉なことが起こるとは誰も思っていませんでした。津波が求たのは、キム
が最後に感じた揺れから1 時間ほと潜ったころでした。最初のうねりは可全体を覆い、巻き込まれ
たすべての家を粉砕し、引きながらがれきの一部を海へと運んでいきました。j皮は続けてやってき
て完全な破壊をもたらし、海へ運び込まれたがれきの一部をもとに皮し、丘に向かつてさらなる破
壊を完了しました。たくさんの家々が海へと運ばれてしまったので、何千もの住人たちが逃げる間
もなく屋内で命を落とす一方、 それより数こそ少、ないものの、法下 物に当たったり、 また津波に巻
き込まれたりして溺死した人もいました。助けを求める叫び声は陸地と海の両方で、もちろんすさ
まじく恐ろしいものでしたが、そういった声は第一波によってたくさんの家々が運び去られて、は
じめて上がったのでした。 陸地で 800 から 900 名の方が亡くなったと思います。10 分も経たない
うちに、 可は完全に破壊されてしまいました。私の家は高台の可役場のそばにありますが、 家族と
私自身は幸運にも無事でした (お主:一行を出迎えに求たとき、佐々木のーん娘が亡くなったとの
言及があるが、 その箇所とこの内容は矛盾する)。 津波が引くとすく\ご覧のとおり無傷の可役場
は、人を集めて救助活動の準備に取りかかりました。がれきに乗って漂っている人々を助けるため
に、無事だった何般かの小舟が出されました。しかしまもなく、鉱山 の桟橋があったあたりを漂っ
ている板やがれきが小舟の動きを阻み、水の中でもがいている人々のところへ行くのが遅れてしま
いました。助けを求める声は、 およそ1 時間にわたって海から聞こえてきました。しかし、 数百名
もの人々が、 ;毎へ流されたか、 陸地のがれきにのまれてしまいました。3 名の医師と1 名の看護師
が日本赤十字社の岩手支部から、2 名の外科医と8 名の主計官が仙台の陸軍第二師団から、 それぞ
れ派遣されていて、さらなる増援が笠まれます。警察署は津波で倒壊して、多数の警察官が負傷し、
ひとりが亡くなりました。いまこの可内で見かける警察官は、そのほとんどがよそからの増援です。
可役場の会計係であるカネサキ氏は、家か可役場とオオドガワのちょうと守中間の低い丘にあったた
め、 家族を亡くしました。妻以外の家族の遺体は、 いまのところ見つかっていません。公的機関関
係では、ひとりの警察官と会計係にはすでにふれましたが、名簿にある7 名の予備役の陸海軍関係
者のほかに、 ひとりの県議、3 名の可議、2 名の地区寄合の代表者、3 名の地区代表者が亡くなり
ました。 多数の家族が全滅し、22 日現在で 40 もの家族が犠牲になったことが確認されています。
まちがいなくこの可は最大の被害 を受けた場所のひとつですが、全270 軒のうち2 軒の家しか助か
らなかった唐丹村が、 最大の被災地でしょう。22 日現在、2 日間は身元埠認のため安置されていた
704 体もの遺体が、 石庭寺そばに用意された2 つの墓地に埋められました。 さらに多数の遺体が見
っかり、身元雄認のために安置されています。陸地と海の両方で発見された遺体の総数は、 およそ
800 イ本にのぼっています。j
A吐ワ白
以上のような惨事の説明を終えた後で、 助役は22 日現在の報告書を見せてくれた。 それは、 以
下 のとおりである。
南閉伊那の負傷者と損害
死者 負傷者 えんだ馬 家の損壊 え水した 失われた 壊れた船
や家畜 広さ 農 作 物
(可) (可)
釜石 4， 041 636 80 990 222 .5 185 .1 248 
鵜住居 1， 061 28 340 294 13 .0 135 .0 32 
大槌 599 61 19 604 136 .5 136 .0 162 
合計 5，701 715 439 1，888 371 .5 456 .1 442 
以上の損害 を円に換算すると、 およそ以下のようになる。
家畜 家 土地 農作物 身長 合計
釜石 3，200 245，828 100，845 9，670 19，303 378，846 
鵜住居 830 29，400 3，900 6，750 6，200 47， 080 
大槌 760 151， 000 5，410 6，800 11，340 175，340 
合計 4，790 426，228 110，185 23，220 36ヲ 843 601，266 
この大災害 の甚大さを示すために、釜石町役場から提供された災害 前の国勢調査を、以下に示し
ておく。
家屋数 人口
釜石 1，105 6，529 
弟財主居 475 3，153 
大槌 1，172 7，027 
(以下 略)
※全訳は、 静岡福祉大学附属図書館で公開されている。 (平成24年7 月末まで)
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